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10月のご案内

定
期
上
映
時
間

①
午
前
10
時
30
分
〜

②
午
後
１
時
30
分
〜

③
午
後
４
時
30
分
〜

④
午
後
７
時
30
分
〜

通
常
料
金　

１
，０
０
０
円　

あ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
市
民
シ
ア
タ
ー
・
エ
フ

（
☎
５
５
１
‐
４
５
９
２
）

※
火
曜
日
定
休

苦
役
列
車 

（
日
本
・
１
１
２
分
）

と
き　

10
月
14
日
㈰
〜
20
日
㈯
②
③
④

内
容　

日
雇
い
青
年
と
書
店
の
美
少
女

の
恋

Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
ま
さ
お
君
が
行
く

（
日
本
・
１
０
９
分
）

と
き　

10
月
21
日
㈰
〜
27
日
㈯
①

内
容　

ダ
メ
犬
と
芸
人
が
全
国
に
残
し

た
愛
の
記
憶

い
わ
さ
き
ち
ひ
ろ
〜
27
歳
の
旅
立
ち

（
日
本
・
96
分
・
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
）

と
き　

10
月
21
日
㈰
〜
27
日
㈯
②
③
④

内
容　

画
家
い
わ
さ
き
ち
ひ
ろ
の
苦
難

の
生
涯

き
っ
と
こ
こ
が
帰
る
場
所

（
伊
ほ
か
・
１
１
９
分
）

と
き　

10
月
28
日
㈰
〜
31
日
㈬
①
、
11

月
１
日
㈭
〜
３
日
㈷
④

内
容　

心
身
老
い
た
ロ
ッ
ク
歌
手
の
帰

結
点
を
描
く

Ｔ
Ｈ
Ｅ　

Ｌ
Ａ
Ｄ
Ｙ　

ア
ウ
ン
サ
ン

ス
ー
チ
ー
ひ
き
裂
か
れ
た
愛

（
仏
・
１
３
３
分
）

と
き　

10
月
28
日
㈰
〜
31
日
㈬
②
③

④
、
11
月
１
日
㈭
〜
３
日
㈷
①
②
③

内
容　

リ
ュ
ッ
ク
・
ベ
ッ
ソ
ン
監
督
が

軍
事
政
権
に
立
ち
向
か
う
女
性
を
描
く
。

新
し
き
土
（
日
本
・
独
・
１
０
６
分
）

と
き　

10
月
６
日
㈯
ま
で
①

内
容　

原
節
子
16
歳
、
伝
説
と
な
っ
た

主
演
映
画
。
日
本
初
の
国
際
合
作
映
画

道
〜
白
磁
の
人
（
日
本
・
１
１
９
分
）

と
き　

10
月
６
日
㈯
ま
で
②
③
④

内
容　

朝
鮮
半
島
で
自
然
環
境
の
再
生

に
尽
力
し
た
日
本
人
の
物
語

【
花
の
街
ふ
か
や
映
画
祭
】

と
き　

10
月
７
日
㈰
〜
14
日
㈰

内
容　

サ
イ
タ
マ
ノ
ラ
ッ
パ
ー
特
集

と
、
イ
ン
デ
ィ
ー
ズ
作
品
を
日
替
わ
り

で
上
映

モ
バ
イ
ル
ハ
ウ
ス
の
つ
く
り
か
た

（
日
本
・
98
分
・
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
）

と
き　

10
月
14
日
㈰
〜
20
日
㈯
①

内
容　

異
端
建
築
家
の
坂
口
恭
平

が
２
万
６
千
円
の
家
で
現
代
に
挑
む
。

秋のイベント大集合

びにいこっ遊
深谷小前田屋台まつり

あ深谷小前田屋台まつり実行委員
会・関

せ き

口
ぐ ち

さん（う584‐3926）
　市指定文化財の屋台ひき回し、
屋台ばやし、和太鼓の演奏、演舞な
ど盛大に行います。
とき・ところ●10月13日㈯午後3時
～8時・国道140号旧道（小前田地
内）、14日㈰午前11時～午後3時・
ひだまりの公園

第7回深谷市福祉健康まつり

あ福祉健康まつり実行委員会（福
祉課内・う574‐6644）
　福祉施設や団体などによる模擬店、
健康に関する各種相談を行います。
とき●10月27日㈯・28㈰午前10時
～午後3時
ところ●深谷ビッグタートルとその
周辺

第3回青淵まつり

あふかや市商工会豊里支所（う
587‐2113）
　ウルトラクイズ、グルメ大会、野菜
の即売を行います。また、クロスカン
トリー市民大会も同時開催します。
とき●11月11日㈰午前10時～午後3時
ところ●渋沢栄一記念館駐車場ほか

第7回深谷市産業祭

あ深谷商工会議所（う571‐2145）
　中心市街地を舞台に、商工業製
品や新鮮野菜、畜産物、花、植木な
ど、深谷産の『イイモノ』が大集合
します。
とき●11月17日㈯・18日㈰午前10時
～午後4時
ところ●中山道沿い商店街（仲町
交差点周辺）ほか

深谷市総合振興計画・後期基本計画
（案）パブリックコメント募集中
※詳しくは市ホームページへ
あ企画課（う574‐ 8096）

ふ
っ
か
ち
ゃ
ん
の
活
躍

　

埼
玉
県
は
知
ら
れ
ざ
る
『
ゆ
る
キ
ャ

ラ
』
王
国
で
す
。
県
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

『
コ
バ
ト
ン
』
を
は
じ
め
、
市
町
村
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
だ
け
で
74
体
い
ま
す
。

　

ゆ
る
キ
ャ
ラ
は
、
そ
の
土
地
の
特
産

品
や
花
な
ど
を
モ
チ
ー
フ
と
し
、
地
域

の
魅
力
を
効
果
的
に
Ｐ
Ｒ
で
き
る
点
で

急
速
に
広
ま
り
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
も
１
番
の
人
気
は
、
わ
が

深
谷
市
の
『
ふ
っ
か
ち
ゃ
ん
』
で
す
。

昨
年
の
『
ゆ
る
キ
ャ
ラ
グ
ラ
ン
プ
リ
』

で
は
、
堂
々
、
全
国
６
位
に
輝
き
ま
し

た
。
今
年
も
エ
ン
ト
リ
ー
し
て
い
ま
す

の
で
、
皆
さ
ん
投
票
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

　

ふ
っ
か
ち
ゃ
ん
の
人
気
の
秘
密
は
、

深
谷
ね
ぎ
製
の
豪
快
な
角
が
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
純じ

ゅ
ん

真し
ん

無む

垢く

な
愛
ら
し
さ

に
あ
り
ま
す
。
見
る
人
に
『
守
っ
て
あ

げ
た
い
』
と
い
う
心
理
的
作
用
を
及
ぼ

し
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

近
年
で
は
、
情
報
が
大
量
に
氾は

ん

濫ら
ん

し

て
い
て
、
情
報
が
選
ば
れ
に
く
く
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
点
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

は
自
然
と
視
野
に
入
っ
て
き
ま
す
し
、

ふ
っ
か
ち
ゃ
ん
の
言
う
こ
と
な
ら
聞
い

て
み
よ
う
と
考
え
る
こ
と
で
、
情
報
が

伝
え
や
す
く
な
り
ま
す
。
必
要
な
情
報

を
伝
え
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
タ
ー
と
し
て

の
役
割
も
担
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

一
方
、
現
在
深
谷
市
で
は
、
市
民
と

の
協
働
の
場
を
増
や
そ
う
と
考
え
て
い

ま
す
。
協
働
の
原
点
は
、
市
民
皆
さ
ん

の
力
を
、
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
す
こ
と

に
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
ふ
っ
か
ち
ゃ

ん
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
生
か
し
て
、『
協

働
』
と
い
う
言
葉
に
注
目
し
て
い
た
だ

き
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
が
一
層
進
む

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
ふ
っ
か

ち
ゃ
ん
に
は
今
後
、
協
働
と
い
う
言
葉

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
福
祉
な
ど
の
分
野

で
も
、
活
躍
し
て
も
ら
お
う
と
考
え
て

い
ま
す
。

Ｑ

Ａ

友好都市である田野畑村は、深谷市とどのような
関係があるのですか。

畠山重忠公にゆかりのある地として、旧川本町と
田野畑村の間で友好町村となりました。

　田野畑村は、深谷市(旧川本町)で生まれた畠山重忠公
にゆかりのある場所です。源

みなもとのよしつね

義経北
ほ っ

行
こ う

伝
で ん

説
せ つ

によると、
義経の追捕の際に、重忠が残した鐙

あぶみ

を奉納したといわれ
る畠山神社があるほか、畠山姓のかたがたが多く住んで
います。このような縁で、民間交流が始まったことによ
り、旧川本町と田野畑村が平成9年に友好町村となり、
合併後も引き継がれました。
　小学生の交流事業や復興支援など、活発に交流を行っ
ています。また、11月3日㈷・4日㈰には、畠山重忠顕
彰事業(4ページ参照)を通じて、田野畑村の紹介を行い
ます。
問い合わせ　生涯学習課（☎572‐ 9581）☎

みんなの声みんなの声みんなの声Ｂ Ｏ Ｘ

し
た
。
自
転
車
は
車
両
で
す
。
車
両
の

運
転
者
と
し
て
の
責
任
を
自
覚
し
、
交

通
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

2
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

　

子
ど
も
や
高
齢
者
の
行
動
を
理
解

し
、
一
時
停
止
や
徐
行
な
ど
、
思
い
や

り
の
あ
る
運
転
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

3
飲
酒
に
よ
る
交
通
事
故
防
止

　

飲
酒
運
転
に
よ
る
交
通
事
故
の
悲
惨

さ
を
話
し
合
い
、
飲
酒
運
転
を
『
し
な

い
、
さ
せ
な
い
、
ゆ
る
さ
な
い
』
環
境

を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ　

自
治
防
災
課
（
☎
５
７

４
‐
８
５
９
７
）

　

市
内
で
は
、
今
年
に
入
り
交
通
死
亡

事
故
が
６
件
発
生（
８
月
31
日
現
在
）し
、

６
人
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
が
１
年
間
で
１
件
で
あ
っ
た

の
に
対
し
、
今
年
は
大
幅
に
増
加
し

て
い
ま
す
。
悲
惨
な
交
通
事
故
の
被

害
者
・
加
害
者
に
な
ら
な
い
よ
う
、
も

う
一
度
交
通
安
全
に
対
す
る
ル
ー
ル
と

マ
ナ
ー
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

交
通
事
故
防
止
対
策

1
自
転
車
の
交
通
事
故
防
止

　
『
埼
玉
県
自
転
車
の
安
全
な
利
用
の

促
進
に
関
す
る
条
例
』
が
制
定
さ
れ
ま

交
通
死
亡
事
故
が
急
増

深谷市長　小島　進


